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マランツの 8 チャンネルパワーアンプ M M 8003 をお買い上げいただき、 
ありがとうございます。 

ご使用の前こ、この取扱説明書をお読みになり、正しくおなし、ください。 
お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されており 
まずが、ご不審な箇所などありましたら、お早めにお買い上げ店、当せお客様ご'柜談 
センター、または最寄リの当社サービスセンターにお問い合わせください。 


付属品の確認 


ご使用の前に下記の付属品が揃っていることをご確認ください。 
電源コード 保証書(箱に貼付) 
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( S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が巧かれ 
ています。 

参記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか 
ら抜く）が描かれています。 

A 記号はを意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように注 
意）が描かれています。 


安全上のごを意 


ご使用の前こ、この r 安全上のごま意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所にな証書と共に必ずイ呆管してくださし'。 


絵表示について 


この r 巧を上のごを意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やを 
産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしていまず。内容をよく理解してか6；¢ 
文をお読みください。 


A 警告 
A ま意 


この表示を無視して、誤つた取扱し、をすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想をされる内容を示してい 
ます。 

この表示を無視して、誤つた取扱し、をすると、人が傷害 
を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの 
発生が想をされる内容を示しています。 
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A 

壁化 


A 

處 

電源プラグをコン 
セントから巧く 


A 


运 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


(§) 

水場での使用禁止 


S) 


♦ 万一、煙が化ている、蛮なにおいや音がずるなどの異常状態のまま使用す 
ると义楽-感電の原因となりまず。ずぐじ機器本体の電源スイッチを 
切り、おず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が化なくな 
るのを磕認して販売風こ修理をご依頼ください。 

♦ 万一、内部じかなどが人った塌含は、まず機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントか6抜いて販売店じご速絡ください。その 
まま使用すると义楽-感電の原因となりまず。 

♦ 万一、機器の内部に異物が入った場含は、まず機器本体の電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて販売店じご速絡ください。 
そのまま使用ずると义絮-感電の原因となります。 


♦ 電源コードが傷んだ6(お線の露化、断髓など)販売店(こ交換をご依頼く 
ださい。そのまま使用ずると义災-感電の原因となりまず。 

♦ 製品に同栖している電源コードのみ使用してください。製晶じ同相して 
しぶい電源コードを使用しないでください。 

♦ この機器を設置する場合は、壁から 20cmJ: 厶 b の間隔をおいてください。 
また、放熱をよくずるために、化の機器との間はかし離して置いてくだ 
さい。ラックなどに入れる時は、機器の天面から 20cmW 上、背面か6 
1日 cm 以上のすきまをあけてください。内部に熱がこもり义楽の原因と 
なりまず。 


♦ 万一、この機器を落したり、キャビネ、ソトを破損した場合は、機器本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからあいて販売店にご連 
絡ください。そのまま使用すると义災-感電の原因となります。 


♦ 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある巧等の水滴がかかる攝巧 
では使用しないでください。义災-感電の原因となります。 


♦ 乾電池は、充電しないでください。電池の破裂、液もれじより、义災、け 
がの原因となります。 

♦ 表示された電源電圧（交流100ボルト） W 外の電圧で使巧しないでくだ 
さい。乂楽-感電の原因となりまず。 

♦ この機器を使用できるのは日本国内のみでず。電源周汲数は 50Hz 地域 
または目 OHz 地域でご使用できまず。船舶などの直流 (DC) 電源には接 
統しないでください。义染の原因となりまず。 

♦ この機器の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に熱 
がこもり、义災の原因となります。この機器じは、内部の温度上昇を防 
ぐため、ケースの上部节底部などに開□部があけてあります。次のよう 
な使い方はしないでください。 

-この機器をあお向けが横倒し、逆さまにずる。 

-この機器を押し入れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い狭い 
所に押し込む。 

-テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用ずる。 

♦ この機器の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでくださ 
し、乂烫の原因になります。 
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♦ この機器の開□部などか 6 内部に金属類作燃えやすいものなどを差し込 
んだり、落し込んだりしないでください。义楽-感電の原因となりまず。 
特にお子様のいるご家庭ではごミ主意ください。 

♦ この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧显、薬品や水などの入った 
容器やルさな金属物を置かないでください。こぼれたり、中に人った場 
合义災-感電の原因となります。 

♦ エアコンの下に置かないでくださし、エアコンから水滴が滴下した場合、 
ミち損-故障-义災-感電の原因となりまず。 

♦ 電源 コー ドの上に重いものをのせたり、 コー ドが本機の下敷にな6ない 
ようにしてくだきい。 コー ドに傷がついて、义楽-感電の原因となりま 
ず。 コー ドの上を敷物などで覆うことじより、それに気付かず、重い物を 
のせてしまうことがあります。 

♦ 電源コードを傷つけたり、力□エしたり、無理に曲げたり、ねじったリ、 
弓 I っ張ったり、力□熱したりしないでください。コードが破損して、义災 ■ 
感電の原因となりまず。 


接軸禁止 


♦ 雷が鳴り化したら、電源プラグには触れないでください。感電の原因と 
なります。 



巧辭禁止 


♦ この機器に水が入ったり、姑らさないようにごま意ください。乂が-感 
電の原因となります。雨天、峰雪中、海岸、水辺での使巧は特にごを意く 
ださい。 


♦ この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内 
部には電圧の高い部分があり、感電の原因となりまず。内部の点横•整 
備-修理は販売店にご化頼<ださい。 

♦ この機器を改造しないでください。义雖-感電の原因となりまず。 


A 


运 

電源プラグをコン 
セントから巧く 


♦ オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指をの 
コードを使用してください。指を以外のコードを使用したり、コードを 
延長したりずると発熱し咕けどの原因となることがありまず。 

♦ 電源を入れる前には、音量(ボリューム）を最ルにしてください。突然大 
きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。また、テレビ 
等の音声を本機のスピーカーを使ってお楽しみになる前にも、音量（ボ 
リューム）を最ルにしてください。 

♦ 電池をリモコン内に挿入ずる場合、極性表示プラス+とマイナスーの向 
きにミま意し、表示通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液わ 
れにより、义絮、けがや周囲を汚損ずる原因となることがありまず。 

♦ 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがありますので、指を W 外 
の電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜた 
り、種類の違う電池を混ぜたりして使用しないでください。電池の破裂、 
液もれにより、义楽-けがや周囲をミち損ずる原因となることがあります。 

♦ ご不要になった電弛を廃棄ずる場合は、テープなどで絶雜し、各地の地 
方自治団体の指示煤例)に従って义気のない場所に処分してください。 

♦ 電池はお子様や幼児の手の届かない場所に保管してください。誤って飲 
み込んでしまった場合は、ただちに医師の診断を受けて下さい。 


♦ 電源のスイッチを切っても電源からは完全に遮断されていません。万一 
の事故防止のため、本製が□を電源コンセントのおくに置き、ずぐじ電源 
コンセントからプラグを抜けるようにしてご使巧ください。 

♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用じな6ない時は安全のため必ず電 
源プラグをコンセントからあいてください。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントか6抜いて巧ってく 
ださい。 

♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか 
ら抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから巧って 
ください。コードが傷つき、义災-感電の原因となることがあります。 


♦ 調理台や力日湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような塌巧に置かないで 
ください。义楽-感電の原因となることがありまず。 

♦ ぐらついた台の上や傾いた巧など不安定な場所や振動のある所に置かな 
いでくだきい。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがありま 
ず。 




♦ 次のような異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。丰ャビ 
ネットや部□ちじ悪い影響を与え、乂楽の原因となることがありまず。 

-直斯日光が当たる場所 

-窓を閉めきった自動車の中 

-义や暖房器具なと熱を発生する機器の近く 

♦ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。乂楽-感電の原因とな 
ることがあります。 

♦ この機器の上に重いものや外枠からはみ化るような大きなものを置かな 
いでください。バランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因とな 
ることがあります。 

♦ 電源 コー ドを熱器具[こおづけないでください。 コー ドの被ふくが溶けて、 
火災- 感電の原因となることがあります。 
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♦ 電源プラグをあく時は、電源コードを引っ張らないでください。コード 
が傷つき、义榮-感電の原因となることがあります。必ずプラグを持っ 
ておいてください。 

♦ 電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一 
緒に携帯、保管しないでください。電池のプラス+端子とマイナスー端 
すの間がシヨートし、電池の破裂、液もれにより、义楽、けがの原因とな 
ることがありまず。 

♦ 電池は、加]熱したり、分解したり、义が水の中に入れないでください。電 
池の破裂、液ちれにより、义災、けがの原因となることがあります。 

♦ 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、义 
災の原因となることがあります。 


♦ この機器の上に物を置かないで<ださい。この機器の上には通気孔があ 
ります。通気孔をふさぐと中に熱がこもり、义楽の原因となることがあ 
U まず。 

♦ この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないで 
ください。倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器に栗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様に 
はごま意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となることが 
あります。 

♦ 己年に一度く6いは機器内部の掃隙を販売店などにご相談くた’さい。機 
器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原 
因となることがありまず。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に巧うと、よ 
り効果的です。なお、掃除費用については販売店など(こご相談ください。 

♦ 長期間使用しない時は、電池をリモコンか6取り化しておいてください。 
電池から液がもれて义絮、けが、周囲を汚損する原因となることがありま 
ず。電池が液もれしている塌合は、ただちに電弛を処分してください。 
この隙、液が皮膚や衣服に付着ずると义傷するおそれがありますので、取 
扱いには十分ごま意ください。誤って液が付着してしまった場含は、た 
だちに水道水で洗浄し医師の診断を受けてください。 

ケース内(こ付着した巧をよく拭き取ってから新しい電池を入れてください。 



♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となる 
ことがありまず。 


A m 使用中および使用直後は、操作部、後面接続端子部 W 外は高温になって 
いるので手を触れないでください。やけどの恐れがあり、危険でず。特 
' に上面など高温部には触れないでください。 

局音注思 
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主な特長 


本機はマランツのフラッグシップモデルの設計テク 
ノ□ジーを損なうことな<、機能を充実させた、多 
くのサラウンドフォーマツトサウンドに対応する8 
チヤンネルパワーアンプです。 


電流婦還型ディスクりートパワーアンプ 

マランツの Hi - Fi パワーアンプ、 SM -11 S 1 に搭載さ 
れているコンプリメンタリー-プッシュプル回路を 
使った電流帰還型パワーアンプを全8チャンネル(こ 
措載していまず。このため、動作のまを度が向上し、 
八イスピード■ワイドレンジな高密度の再生を実現 
しています。 

パワーアンプの後!受の電流-電圧変換増幅部は高域 
まで低歪で増幅ずるウィルソン型カレントミラー回 
路を措載していまず。 


瞬時電流供給能力の向上 

パワーアンプの最終段は、マランツの Hi - Fi パつーア 
ンプ、 SM - 11 S 1に搭載されている LAPT (高性能の 
パワートランジス女）を搭載し、瞬時電流供給能力の 
向上を実現していまず。 

各チャンネルへの電源供給部は銅製パスバーを搭載 
していまず。 

電源部は積層コア、珪素鋼板コアリング等の内部構 
造とシールドケース(こより低ノイズ、低漏瑰磁束を 
実現した大型卜□イダルトランスを搭載していま 
ず。 

電源部の主要部品の一つである、ブ□ックコンデン 
サーには音質検討を重ねたマランツオリジナル部□ち 
100,00日が巧0,00日が/ 71 VX 2) を搭載していま 
す。 

これらの電流供給能力の向上により、蟲場感あふれ 
るパワフルなサウンドをお楽しみ頂けまず。 


ピュアサラウンド思想に基づく高音質設計 

8チャンネルアンプか6排化される熱を効率良く処 
理ずるためじチムニー（煙实）型のヒートシンクと静 
音性に優れたクーリングファンを搭載していまず。 
クーリングファンのコント□ールは、高精度な温度 
センサーにを使用して、アンプの発熱量の変化に応 
じて回転数を巧蛮しまず。 

これらにより、静音性に配慮した八イエンドシア 
ターを想をした誓おな仕様となっていまず。 
シャーシは高周波ノイズからアナ□グ音声回路を守 
る銅メッ丰シャーシを搭載していまず。これはスー 
パーオーディ 才の繊細な音場を損なわずに再現ずる 
のに重要なお術です。 

その化に、高搬オーディオコンデンサ、フィルムコン 
デンサなどの高□ち位パーツを随所に採用した高音質 
設計がされていまず。 

BALANCED / UNBALANCED の切り替え機能 

用遠に応じて、巨 ALANCED 人力と UNBALANCED 
人力を各チャンネル域こ選択することができまず。 

リモート.パワー • コントロール 

マランツの AV プリチューナ ー AV 8003と接続し、 
AV 8003の電源 ON / OFF じ連動して、本機の電源が 
ON / OFF するリ モー トパ ワー コント□-ル機能を搭 
載しています。 

AV 8003との接続はアースループを作らないグラン 
ド-フ□ーティング接続とし、音質への悪影響を極 
力おさえました。 

その他の機能 

カスクムインストールに対応ずる IR フラッシャーイ 
ンプットや DC トリガーインプット、アウトプット端 
子を装備しておりまず。 


ご使用の前に 


次のような場所には置かない_ 

本機を末すくくご使用いただくためじ、次のような場 
所には置かないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 嗎房器具なと熱を発生ずる機器におい所 
• 湿気の多い巧节風通しの悪い所 
• ほこりの多い所 
• 振動のある所 

• ぐらついた台の上や傾斜のある不安をな所 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる所 


上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。通風孔をふさ 
ぐと事故节故障の原因になりまず。 


イホ巧中-が曲直がじ铺風礼なドの高温部には 

触れない 

使用中と使用直後は、操作部、後面接続端子部 1 U 外 
は高温になっているので手を触れないでください。 
やけどのおそれがあり危険でず。特に通風乱などの 
高温部には触れないでください。 



放熱のため、本機を下図の通りに壁や化の機器等か 
ら離して設置してください。 

特に本磯ち側の通風孔付近は高温になります。 
放熱のためのスペースを十分に磕保して、通風孔周 
辺には物を置かない様に設置してください。 


後方^ 
20 cm W 上長 



ご使用いただく電源電圧-周波数 


• 電源電圧は、交流10 0 V をご使用ください。 

• 電源周波数は、 50 Hz 地域または 60 Hz 地域でご使 
用で舌ます。 


電源コードの取扱い 

• ミ需れた手で触れないでください。 

• 電源コードは、かならずプラグを持ってあいてく 
ださい。 

コー ドを強くひっぱったり、が曲げたりしますと、 
コー ドがいたみ、感電や义災の原因になります。 

• お出かけ前には、かならずプラグを抜く習慣をつ 
けましょう。 

• 製品に同捆されている電源 コー ドは、本製品じの 
み使用できまず。本製品以外じは、この電源 コー 
ドを使用することができません。 


\V\\V\\\V\\\V\\\^VV\\\V\\XV\\\V\\\^\V\\\V\\\V\\ 
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I - 1 ③ 

① POWER ON / STANDBY ボタン （11 ぺージ） 

感 STANDBY (待機状態）インジケーター （11 ぺージ) 
③イルミネーションランプ (11 ページ） 



各部の名称 


各部のはた5きなどの詳しい説明については、 （） 内のページを参照して<ださい。 


困ったときは 


その他 



@T 

の 


一を本接続 操作方ま 応用接任 
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後面 



の UNBALANCED (アンバランス： RCA ) 入力端子 (8 ぺージ) 
回 BALANCED (バランス： XLR ) 入力端子 (8 ぺージ） 

団 入力切替スイッチ (7 ページ） 

の SPEAKER SYSTEMS 出力端子 (9 ぺージ） 

固 フラッシャー入力端子 (15 ぺージ） 

面 DC CONTROL IN / OUT 端子 (15 ページ） 

团 REMOTE CONTROL IN / OUT 端子 (15 ぺージ） 

面 電源コード接続端子 (10 ページ） 



























































































基本接続 


接続に使用するケーブルの準備 


お使いじなる機器に合わせて > ケーブルをご用意し 
てください。 


UNBALANCED 接続 

RCA オーディオケーブル 



BALANCED 巧編 

XLR オーディオケーブル 

© オス メス 

M 11111 む - U ^ @) 


①本機では巨 ALANCED 端子に、プ□フエ、ソシヨナ 
ル用として広<探用きれている 、 XLR コネクター 
を使用しています。 その特長は W 下のとおりです。 
• 3ピン構造のため、音楽信号を平衡信号で伝送で 
き 、外*ノイズの影響がかない 
• 看脱□ック機構のため、コネクター部のぐらつき 
がかなく、信頼性が高い 


ちートコントロール培締 


RCA ケーブル(付属品） 

(本機と A V 8003等のマランツ製品を接続ずるとき 
に必要じなりまず） 



スピーカー榜締 

スピーカー ケーブル 




② XLR コネクターの接続方逊ま、プ □フエ、 ソシ ヨナ 
ル用としてタイプが二通リありまず。 


1. ヨー □、ソ ハでま(②円 N = HOT ③ PIN = COLD ) 



2. USA 方ま(③円 N = COLD ③円 N = HOT ) 


COL 而 


HOT 


幼 



つ 




⑤本機では、 1. のョー□、ソノ巧式を採用しています。 
本機と、 USA 方式を採用しているプリアンプやコ 
ント□-ルアンプを BALANCED ケーブルで接続 
ずると、信号が逆位相になりまず。 

信号の位相を正しくするには、片側の XLR コネク 
クーの② PIN と③ PIN を逆になるようじつなぎ換 
えてください。 


入力端子の切り替え 


入力端子の BLANCED と UN 巨 ALANCED をチャンネルごとに切り誓えます。 


入力切替スイッチ 





風 










\ 




1 1 W 

1 1 



( 

CHANNELS 

。"，ご偏 


CHANNEL? 

ご 風 

CHANNELS 

ぉご風 

CHANNELS 

店ご婉 

CHANNEL4 

(ご風 

CHANNELS 

(ご 風 

CHANNEL2 

ご保） 

CHANNEL 1 U 

ご 風 


= 


W m 

UNBALANCED j 
BALANCED —1 

W m 

UNBALANCEDj 
BALANCED —1 

職蝶 

UNBALANCED ■> 
BALANCED —• 

W m 

UNBALANCED j 
BALANCED —1 

W m 

UNBALANCEDj 
BALANCED —1 

UNBALANCED 」 
BALANCED —• 

W m 

UNBALANCED j 
BALANCED —1 

W m 

UNBALANCEDJ I = 

BALANCED —I 




1(?)^ 1 B 


BLANCED : 

コント□ールアンプとの接続に XLR オーディオケーブルを使用しまず。 

UNBALANCED : 

コント□ールアンプとの接続に RCA オーディオケーブルを使用します。 


ごま意 

-入力切替の設定は必、ず電源を入れる前に巧ってください。電源を入れたが態で切り替えると、故障 
の原因になります。 

• 本機の入力と入力切替スイッチの設定が異なっている場合本機から音声出力がされません。 









































































本機と AV PRE TUNER AV 8003を接続し,基本的な 7 チャンネル再生でご使用じなる場合の接続例です。 

巳 ALANCED 入力をご使用の場合は XLR 才ーディオケーブル、 UNBALANCED 入力をご使用の場合は RCA 才ーディオケーブルを使用して，コント□-ルアンプの PRE OUT 端子と本機の人力端子を接続しまず。 
AV 8003 JU かのコント□-ルアンプをこ准用の場合もこの接続例を参考にしてください。 

ごま意 

• 全ての接続力す完全に終わるまで、本機や他の機器の電源コードを電源コンセントに差し込まないでください。 

- 接続コー ドのプラグは確実に接続端子に挿入してください。不完全な接続は、雑音の原因となります。 

-本機と接続するそれぞれの機器については、それぞれの取扱説明書を参照してください。 


巳 ALANCED 接続 


IMBALANCED^ 


巧 

口 

を 




I 

る 

を 





スイッチを 
「BLANCED」 に 
切り替えます。 

⑤ 



夕 

CD 
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⑥ 


CONNECTION 
OQND 
〇 HOT(+) 

包 COLD 卜） 
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(赁 
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NETWORK 
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AV PRE TUNER AV 8003 
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AV 8003の接続 


困 0 たときは 


操作方ま 
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スピーカーの接続 


ス K - 力一の巧結 

下図を参考に本機にスピーカーをあ続します。 



( C ) スピーカースピーカー （ SR ) ( SL ) ( R ) ( L ) 

皮 BR ) ( SBL ) 


ごミ主意 

• スピーカーには極性があります。本機にスピーカーを接続する隙に極性を間違えないように接続し 
てください。間違えると信号の位相は反転し、再生されるを楽は不自然になります。スピーカーの 
取扱説明書を参照し、正しく接続して下さい。 

• 本機には 6nU 上のインピーダンスのスピーカーシステムを接続してご使用下さい。 

インピーダンスが6 n 未満のスピーカーを使用して長時間大を量で再生されますと、本機の温度が著 
しく上昇して保護回路力す働く場合があります。 

• 本機と AV PRE TUNER AV 8003を接続してサラウンドバックスピーカーを Ich ( 1本）でご使用にな 
られる場合はサラウンドバック L チヤンネル （SBL) に接続します。 

この場合、 AV 8003での設定力必要になります。帰細は AV 8003の取扱説明書を参照して下さい。） 

AV 8003は外のコントロールアンプをご使用の場合は、ご使用になる機器の取扱説明書に従って正し 
く接続して下さい。 


スピーカーコー ドじついて 

1 . スピーカーケーブルの被覆を約 10mm 取り除 
きます。 

2 . ショート防止のためケーブルの裸部みをきつ 
くよじってください 

玉スピーカー端子を左方向に回して、端子をゆる 
めます。 

4 . スピーカー端子の側面にある巧にスピーカー 
ケーブルの棵部分を择乂します 

5. スピーカー端子をホ方向に回して、端子を締め 
ます。 


2 . 




ごを意 

. 回路への損害を防止するため、裸のスピーカー 
コー ド同±を接触したり、本機の金属部分に接 
触させたりしないでください。 



感電の恐れがあるので、電源が ON のときはス 
ピーカー端子に軸れないでください。 





こちの 



操作方ま 方巧を筑 II 困ったときは そでお 
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配置のポイント 

スピーカーの配置は、実際にご使用になる部屋の大きさなどじよって異なりまずが、ここでは各スピーカーの 
基本的配置例と配置のポイントを説明しまず。 



• フロント L / R スピーカー 

リ スニングポジションか6見て L と R のスピーカー 
が45度〜目0度の角度を持つようじ設 
置することを推奨しまず。 

• センタースピーカー 

フ □ント L/R スピーカーと前面を揃えるか、 または 
少しだけ後方にず6して設置しまず。 

フ□ント L / R スピーカー、センタースピーカー 
の配置の高さ 


3本のフ□ントスピーカー ( L 、 R 、 センター)の中 • 
高域用ユニットをできる限り同じ高さに揃えます。 



しぶ意 

スど一力一をテレビの近くに置く場合、フロン 
卜 L / R およびセンタースピーカーは防磁型のス 
ピーカーをご使用ください。 



• サラウンド L/R スピーカー 

サラウン ド再生に必要なスピーカーでず。リスニン 
グポジシヨンの真横または少しだけ後方にずらした 
壁際に設置しまず。スピーカー前面の中むが、部屋 
の中ムを向くようにしまず。 


• サラウンドバック IVR スピーカー 

リスニングポジションか 6 見て、 國のように後方に 
設置します。 


サラウンド L / R スピーカー、サラウンドバック 
L / R スピーカーの配置高さ 

リスナーより7日センチか61メー トル程度上方に 
設置します。 

この位置で設置ずることじより、音源のを位を際立 
たせず、より包み込むようなサラウンド感を実現し 
まず。 
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電源コードの接続 

電源コードはずべての接続が終わってから接続して 
ください。 

1 . 付属の電源コードを本機の背面の電源接続端 
子に差し込んでください。 



么電源コードのプラグを壁面の電源コンセット 
(AC100V、50/60Hz) へ接続してください。 

嫁コンセントに接続するイ也の磯器との消費電力 
の合計がコンセントの容量を超えないようじを 
意してください。 


. 電源プラグは確実に差しをんでください。不 
完全な接続は、雑音等の発生の原因になりま 
す。 

• 他製品の AC アウトレットには接続しないでく 
ださい。 AC アウトレットの容量を超えて使用 
した場合、製品故障の原因になります。 
























































































操作のしかた 


電源を入れる 


7. POWER ON/STANDBY スイッチを巧す。 

么スタンバイインジケーターが消灯してイルミネーションが約7秒間点減したあと、音声が出力されます。 

これは電源が人れられた傻、本磯の回路が安定動作するまで雑音の出力を防止するためのミューティング回路 
が働いているためです。 

(イルミネーションは本磯か葡作中は常に点な状態になります） 

ごま意 

電源を入れるときは、接続している機器のボリュームを絞っておいてください。 


電源を切る 

1 . POWER ON/STANDBY スイツチを巧す。 

么イルミネーションが消灯してスタンバイインジケーターが点灯し、本機はスタンバイ状態になります。 


本機をスタンバイが態にしても、一部の回路は通電しています。 

長期間、外出するような場合は本機の電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。 

また、万一の事故防止のためにいつでもプラグがコンセントから外せるように、配置してください。 


POWER ON/STANDBY スタンバイ 

スイッチ インジケーター 































ごま意 

• 接続例ではバランスケーブルを使用しています。（アンバランスケーブルでもバイアンプ接続ができ 
ます） 

. AV 8003と組み合わせて L および民チヤンネルスピーカーシステムをバイアンプ接続にした場合、サ 
ラウンドバックチヤンネルはご使用できなくなります。 



フ□ント R 
スピーカー 


フ n ント L 
スピーカー 




CHANNELS 

1 

CHANNEL* 

<SR) 

1 

CHANNELS 
坦 u 

It 





1 
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X Z 


r 


み I 俗 colB み 『な I 创 只 


サラウンド R サラウンド 
スピーカー スピーカー 

( SR ) ( SL ) 


L チヤンネルおよび R チヤンネルのスピーカーシステム(こ本機のパワーアンプを4チヤンネル使って、バイア 
ンプ接続します。 

接続する前に、スピーカーシステムがパイアンプ接続に対応していることをご確認してくだきい。 

バイアンプ接続とは： 

音質を向上させるテクニックの一つで、低音用と中高音用のスピーカーに別々のパワーアンプを接続します。 
これ(こより、低音用スピーカーユニットで発生した逆起電力じよる中高音への干渉をかなくすることができ、 
フ□ントスピーカーの音質をグレードアップさせまず。 




応用接続 


バイアンプ接続（し R チャンネル) 


t 、 — ugsi. 
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る譯 Q をおま本接続 操作方ま 












































































































































































































































































































































AV 8003 


こま意 

• 接続例では7本のバランスケーブルと1本のアンバランスケーブルを使用していますう S '、 1本のバラ 
ンスケーブルと7本のアンバランスケーブルを使用しても同様なバイアンプ接続ができます。 

• AV 8003 と組み合わせて L および民チヤンネルスピーカーシステムをバイアンプ接続にした場合、サ 
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ラウンドバックチヤンネルはご使用できなくなります。 
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SPEAKER C スイッチを 「 ON 」 
に切り替えます。 

詳しくは AV 8003 の取扱説明書 
を参照して下さい。 



フ□ントスピーカーシステム（し C 、 R チヤンネル）じ本機のパワーアンプを目チヤンネル使って、パイアンプ 
接続しまず。接続ずる前に、スピーカーシステムがバイアンプ接続[こ対応していることをご確認してくださ 
し、 
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センタースピーカー 

似 


サラウンド R サラウンド L 
スピーカー スピーカー 

( SR ) ( SL ) 


フ n ント R 
スピーカー 






バイアンプ接続し C 、 R チヤンネル 
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マルチゾーンスピーカー接続 

AV 8003と組み含わせて本機のパワーアンプの2チヤンネルをマルチソーンスピーカー用に使用したときの接続例です。 
マルチソーンスピーカーの機能については AV 8003の取撒説明書を参照してください。 



る舒 Q をを I を本接持 巧作方ま 
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A V 8003と組み合わせて本磯のパワーアンプの 3 組をマルチゾーン用に使用したときの接続例です。 
メインルームと合わせて最大4部屋でステレオ再生をおこなうことができます。 

マルチソーンの機能については AV 8003の取扱説明書を参照してください。 



マルチゾーン接続 


の 


法 



困ったときは そ G 化 
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リモートコントロール接続 


AV 8003と本機をリモートコント□-ル端子で接統することにより、 AV 80 日3の STAND 巨 Y ON / OFF 操が 
じ同期して本機を STANDBY ON / OFF することができまず。 

接続ずると劃ま、 AV 8003の REMOTE CONTROL OUT 端すと本機の REMOTE CONTROL IN 端すをが眉 
の RCA ケーブルで接続しまず。 

操作については AV 8003の取扱説明書を参照してください。 

AVPRE TUNER AV 8003 
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外部コントロール機器との接続 



〇フラッシャー入力端子 

キーパッドなどを用いて各部屋か6本磯をコント 
□ールずる際に使巧しまず。 

GND 



0 DC コントロール入力端子 

DC コント□ール化力端子を持つ外部機器と接続し 
て使巧します。 

この端子に接続した機器の電源の入/切に速動して 
本機の電源の入/スタンバイの切り替えをおこなう 
ことができます。 

詳しくは接続ずる機器の取撒説明書を参照してくだ 
さい。 


0 DC コントロール出力端子 

本磯の電源の人/切と連動させて外部機器をコント 
□ールずるときじ使用しまず。 

DC コント□ール化力端子は、本磯の電源が OFF の 
ときに 0 V を化力し、 ON のときには DC 12 V を化力 
しまず。 




ごま意 

DC コントロールイン端子は DC 5 V ろ、ら DC 15 V 
の範囲の電圧が入力されると本機の電源が ON 
します。 （0 V の入力でスタンバイ） 

この範囲を超えた電圧を入力すると故障の原 
因になるので注意してください。 


. DC コントロール出力端子の出力電流は最大 
44 mA です。接続する機器の取り扱い説明書を 
確認してから接続してください。 

. DC コントロールアウト端子を外部機器の電源 
として使用しないでください。 


〇リモートコントロール端子 

他のマランツ製品とシステムを組み、本磯をコント 
□ールするときに使用しまず。他のマランツ製品) 
の REMOTE CONTROL OUT と本機の REMOTE 
CONTROL IN を、他のマランツ製馬)の REMOTE 
CONTROL IN と本機の REMOTE CONTROL OUT 
を接続して使用しまず。 

Note : 

AV 8003 と接続することによって、 AV 8003 の電 
源オン/スタンバイに連動して、本機の電源も 
オン/スタンバイさせることができます。 
詳細は AV 8003 の取扱説明書を参照してくだ 
さい。 
































































































































































































































つたときは 


西ったときは下記の項目をチェックしてください。意外な操作ミスや接続ミスでち幻章と思われていることが 
あ y ます。 

下記の項目をチェックしても直6ない塌合は、お買い上げになった販売店、おおくの株式会社マランツコン 
シューマーマーケティング各営業所、お客様センター、または当社サービスセン女一にご相談ください。 


症状 

原因 

対処ま 

関連ページ 

本磯の電源が人6ない。 

電源プラグが接続されていない。 

電源プラグをコンセットに差し 
込んでください。 

10 

スピーカーから音が出ない。 

接統コード（人力）やスピーカー 
コードが正しく接続されていない。 

コード類の接続を確認してくだ 
さい。 

8,9 


入力切替スイッチが接続して 
いる人力端す（巨八 LANCED / 
UNBALANCED ) じ合わせて切り替 
え6れていない。 

人カスイ、ソチを本磯に接続して 
いる人力に合わせて切り替えて 
ください。 

7 

突然電源が切れてスタンパ 
イインジケークーがおそい 
点滅をしている。 

(1 砂聞に約2回点滅） 

機器内部の温度上昇じより、保護回 
路が働いている。 

• 一度電源を切って、本機の温 
度が十分下がってから、電源を 
入れ直してください。 

• 本機の放熱を巧げる様な設置 
をしていないか確認してくだ 
さい。 

己 


スピーカーケーブルの忘線どうし 
(十/-)が接触していたり、芯線が 
ル中パネル等、他の金属部分に接離 
したためじ保護回路が働いている。 

• 一度電源を切って、スピー 
カーケーブルの接続を確認し 
てください。 

• スピーカーケーブルのお線の 
端末処理をやり直して下さい 

9 


本磯の性能を上回る大音量で再生 
している。 

一度電源を切って、本機に接続し 
ているコント□ールアンプのポ 
リュームを下げてから、電源を人 
れ直してください。 

- 


指定されたインピーダンス 1 U 下 
(6 Q 未满）のスピーカーを使用し 
ている。 

指定のインピーダンスのスピー 
カーを使用してください。 

9 

突然電源が切れてスタンパ 
イインジケークーが速い点 
減をしている。 

(1 砂聞に約8回点滅） 

本磯の保護回路が働いています。 

電源プラグをコンセントから扳 
いて、当社のサービスセンクーに 
修理を巧頼して < ださい。 

19 


本機のリセット 


本機にはマイク□コント□-ラー(マイコン）が使われています。 の 

と又下の操作を巧うことで,マイコンをリセ、ソトすることができます。 



1 . 本機をスタンバイ又は電源を ON にします。 

2 . ち印の先の巧の奥にあるリセットスイッチを先が細い針の梯なものでI秒な上巧し続けます。 

3 . 本機の電源が ON しているときは、一度スタンバイ状態になったを、マイコンが初期化され再度電源が 
ON します。 

スタンバイ扶態でリセットするとマイコンが初期化された後に電源が ON します。 
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付属品 

•卜•万接:^ 式に:::::::::::::::::::::::::； . 

保証書(箱に貼り付け） . 1 © 

取扱説明書(本書） . 1 


電圧増幅度 .29 d 巨 

電源電圧 . AC 100 V 50/60HZ 

消費電力(電気巧が□安全法による） .860 W 

待機電力（スタンバイ） .0.4 W 

質量 . 17.9kg 


440 mm 


周波数特性 （ 1 W 8 Q ) ....8 Hz - 100 KHz け3服） 

ダンピングファク女一 . 100 

人力感度/インピーダンス 

. 1ぶ V /22 K Q ( UNBALANCED ) 

.2.4 V /30 K Q ( BALANCED ) 

S/N 比 ( IHF - A ).105 dB 


剛刪 D 刪刪刪刪刪刪 IMIDDIDDIDD liiiiiiiiDIIDIIDIliiDD 
DiiiiiiiiliiDiiD iiiiiiiiiiiiOi 
晒画關剛刚 iilHHI 剛 DIDI 剛画圆晒画画晒 1111111111 
刪 0D 剛剛剛酬 DI 刪刪 IMIDDIDDIDD 剛剛 DDDIDDDDD 酬刚 DDDD 刪 HU 剛 
0 刪刪誦誦誦刪誦誦 HIDDIDDIDDIDI 国国酬隱刚 II 剛剛剛 IDIilM 刪 
0D 剛 Dg 醒刚匯刚刪刪 IMIDD 圓圓剛刚剛剛剛 DDDDDDDDDD 刪剛剛剛謂 
liiliiDliiilDIIDIIIDIDDIDD iiliiiiiliiDlIiili 
DDDIDDI 刪刪刪刪刪 iHH! 圓 D 刚 liiiiiiDiiiiiiiDliD 
1111111111111111 MliiiDDIDDfDDfDD 1111111111111111 MlllIDDillllliDllll 
liliMiiMIIOIIDDODDIDDilOilD IIDDiDDiODIDIiliDliDliDIMliii 


定格出力 かお寸ミち 

(2 日 Hz 〜 20 kHz/THD 二0.080 / o 、2 ch [^ 時驅動） 

. 14日 W/ch 8 Q 

.170 W/ch 6 0 

実用最大化力 （1 kHz JEITA ).220 W/ch 6 Q 

化力帯域幅 (8 0 負荷、0.09%) .........5 Hz 〜 40 KHZ 


巨 

巨 

(M 

<M 


nnnnnnnn 


仕様 


その他 


EE マ！. 


各部{。3コお j 〔基本接続 j 〔操作方ま〕〔応用接続-困ったときは 


i 0 资 


巨巨ブ田の 


A 巨 E 9- ブ8广 '丄 


EE の dzl . 
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お手入れ 


保証-アフターサービスについて 


• セットがちれた時は柔らかい布でからぶきしてく 
ださい。汚れがひどい時は食器用洗剤を5〜6倍 
じうずめ、やわらかい布に浸し、固く絞って汚れを 
ふきとったあと、乾いた布でからぶきしてくださ 
い。 

• アルコール、シンナー、ペンジン、殺虫剤など揮発 
性のものが付着ずると塗装がはげたり、光おが失 
われることがありますから絶対じご使用じならな 
いでください。また、化学ぞうきんでこすったり、 
長時間接触させたままにしておきますと変質した 
り、塗料がはげたりずることがありますのでごを 
意ください。 


1. この商□ちじは保証書を別途添付してありまず。 
保証書は r 販売店巧 ■ 保証期間」をご磕認の上、 
販売店からお受け取りいただき、よくお読みの 
上、大切に保をしてください。 

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間でず。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事 
項に基づき r 無料修理」致します。 

3. 保証期間經過後の修理じついて。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様 
のご要望じより有料修理致します。 


ステレオ音のエチケット_ 

薬しい音楽も時と場所(こよっては気になるもので 
ず。離お所への配慮（思い节り）を十分じいたしま 
しょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくもル 
さくもなります。特に静かな夜間には V さな音でも 
通り节すいものでず。夜間の音楽観賞には特に気を 
配りましょう。窓を閉めたり、へ、ソドホンをご使用 
になるのも一つの方法でず。お互いじムを配り、快 
い生活環境を守りましょう。 



4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造巧切禮 
最低8年間保有しています。 

己.補修巧部□ちの詳細-ご贈営-ご転居等アフター 
サービスについての不明な点は、お買い上げ販 
売店または取扱説明書の裏面に記載のお客様巧 
談センクーに遠慮なくご相談ください。 

目.修理を依頼される際には、お手数ですがもう一 
度"困ったときは" （17 ページ）をご参照の上よ 
くお調べください。それでも直らない時は、'必ず 
電源プラグを抜いてか6、お買い上げ販売店ま 
たは当社営業所、サービスセンクーにご速船く 
ださい。 


ご連絡いただきたい内容 

1) 品を 8 チャンネルパワーアンプ 

2) 品番 MM 8003 

3) シリアルナンバー(製造番号） 

4) お買上げ日年月日 

目）故障の状況(できるだけ具体的に） 

6) ご住所 

7) お名前 

8) 電話番号 


各 

部 

の 

名 

称 

本 

接 

続 

操 

作 

方 

ま 

応 

用 

接 

続 

困 

つ 

た 

と 

さ 

は 
















メモ 



















mai^antz 


お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 
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